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近世フラ ンスにおける女性相続人
滝 澤 聡 子
はじめに
近世フランス貴族の人口動態的問題は、 社会流動性の問題とともに15 ・16世紀のフ
ラ ンス貴族の危機意識を探るうえで注日されている'。 この人口動態的間題からみる
危機意識とは、 当時のフラ ンス貴族が家系の存続に危機感を抱く ようになったことを
さすものであるが、 これは、 フランス貴族の間で家督の継承は 「長子相続、 男子優先、
父祖除外」 の封建法の3 原則を軸に、 家系が有する財の立地場所に基づいた各地の法
に則って実践されていたこ と、 養子制度や庶子への継承は認められていなかったとい
う事実を前提とするものである2。 近世という時代もまた宗教戦争に代表されるよ う
に戦乱が繰り返された時代であった。 つまり従軍が義務付けられていた貴族男性の死
亡率が高かったのである。 さらに、 成人年齢に達する1 世帯あたりの子供の数は2 人
を超えないその時代の幼児死亡率の高さも指摘されてきていることである。 つきつめ
れば、 成人した2 人の子供が女性だけの場合は1/3の確立でありえたのである。 また、
馬上試合や決闘など貴族独特の風習が男性の死亡率を押し上げたことも指摘されてい
る。 つまり、 家系から男性が消えてしまう状態になる条件には事欠かなかったといえ
よう3。 こ う した家系存続の危機に貴族はどう対応したのだろうか。 そこで注日した
いのは、 残された娘の存在である。 フラ ンスの貴族階級においては、 男性が不在となっ
た家系は、 女性を包括相続人として認める土壌が整っていた。 ただし女性は結婚によっ
て父祖の家系を離れる不安定な存在であったことも事実である。 未来永劫に確固たる
べき家系が、 夫側の家系に飲み込まれる危険性をはらんだ、 不安定な性質をもつ女性
の手に委ねられるようになるこ と を、 貴族はどう受け止め、 どのように対処したのだ
ろうか。 本稿では、 家系が女性の手に陥ることとなったとき、 貴族は具体的にどのよ
うな行動をと って、 家系の存続の危機に対応しようとしたのか、 まず通常の貴族相続
はどのようなものであったかを確認したうえで、 改めて女性相続人を生み出した家系
の相続を確かめ、 考察していく。 
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1 . 貴族家系の相続と結婚
それでは、 実際に貴族家系では、 どのように相続が行われていたのか、 具体例を用
いて検証していこ う。 その際に対象となる家系には、15 ・16世紀の一般的なフランス
貴族である、 地方の農村部に暮らし、 複数の所領を有する帯剣貴族の家系を選択する。 
また、 風土的な伝統として遺言による相続が可能であることから、 相続に家系の意志
が如実に反映される南部地方の貴族家系を選ぶ4。 以上の条件を踏まえていて、 さら
に、 ある程度の史料力残る家系の中で、 ここでは17世紀半ばの著名な紋章学者であっ
たル ・ ラ ブルールが著した家系史書5 が残るカステルノ 一家の例を播く。 また、 検証
の対象とする期間の設定であるが、15世紀後半に10代日当主となったランスロから13 
代当主であったエチエンヌまでの4 世代、 およそ120年間をそれにあてはめる。 
代・ 当主名・ 配偶者 家名・ 家紋 所 領 特筆事項 
10代ランスロ 
x マルグリ ト ・ ド ・ 
コアラズ (1479年) 
ド・ カステルノー= ラ ・ 
ルベール 
家紋は先祖伝来の四分 
割紋 
カステルノ ー、 ラ ・ 
ルベ一 ル等 (年収 
2,000エキュ= 6,000 
リ ー ウ゛ ル) 
1508年に遺書 : 
長男を包括相続人に指 
名。 次・ 三男にそれぞ 
れ2,000リ ー ウ゛ ルと共 
有領地を譲渡。 未婚の 
末娘の持参金と し て 
2,000リー ヴルを約東 
11代アントワー ヌ 
X カ ト リ ーヌ ・ ド ・ 
バジヤック (1511年) 
同上 同上 妻の母親はレウ゛ ィ家出 
身 
12代グロード
x アンドレ ・ タ ンタ
ン (1558年) 
ド ・ コアラズ、 別名カ 
ステルノ ー 
家紋の変化 
ステルノ ー、 ラ ・ 
ルベール、 コアラズ、 
ウ' ェラ ック等 
コアラズ家を代襲 
(1537年) 
13代エチエンヌ 
x ジヤンヌ ・ ド ・ バ 
ジヤック (1597年) 
ド・ カステルノー ・ ド・ 
コ アラ ズ 
紋は同上 
同上 妻の母親はレヴイ家出 
身 
カステルノ一家では、 対象期問の4 代にわたって 「男子の長子相続」 で家督が受け
継がれていること力確認できる。 貴族相続の原理でいうなら、 父から長男へ受け継が
れる財は代々ほぼ不変のはずであるが、 こ う して世代ごとに確認していく と、 やはり
変化は起こ っている。 カステルノ一家の場合では、1537年に12代当主クロー ドが代襲
相続を受けたときであった。 代襲相続とは、 遺言によって相続人を指定することで、
血縁関係の弱いあるいは関係ない人物でも、 生物学的に存続の危機に陥った家系を継
承できる制度である。 クロー ドの場合は、 親族の一人にあたるジヤン・ ド ・ コアラズ
(クロー ドの祖母マルグリ ト ・ ド ・ コアラズの男兄弟べルナールの息子) が、1537年
に彼を自身の包括相続人に指名したことで、 コアラズ家の相続人となった。 ジヤンに
子がなかったため、 コアラズとヴェラ ックの所領を、 すべての動産や土地に付随する
権利をも含めてクロー ドに譲渡すると されたが、 それにはある条件が提示されていた。 
コアラズの名と家紋を使用するこ とが求められたのである。 クロー ドは、 遺言に従っ
てカステルノ 一家の家紋に変化を加える。 ただ、 完全にコアラズ家の家紋を使用する
のではなく、 コアラズ家の紋の一部となっていた、 コアラズ家がかつて姻戚関係を結
んだ、 ヴェラ ック領の元の所有者でもあったコマ ンジュ伯家の家紋を、 従来のカステ
ルノ一家の4 分割紋の上に重ねたのである。 代襲は、 生物学的存続の危機に陥った家
系の名や紋を、 他者に代わりに相続させることで、 その家系を観念的に存続させる性
質を持つゆえに、 貴族身分に好まれた相続の制度であったことは容易に想像がつく6。 
ただし、 代襲によ って、 もとの家系のアイデンテイテイが完全に消し去られるこ と を
避けよう とする家系の意志もここでは確認できるのである。 カステルノ ーの名と紋を
完全に消し去れば、 生物学的には存続していても、 観念的に家系は消減することとな
る。 その折り合いをつけるために、 名の呼び方と紋の変更に工夫を加えた、 貴族の家
系意識が垣間見える策をクロー ドはと ったのである。
ところで、 代襲相続したことにより、 所領が増大したほかにカステルノ 一家にもた
らされた所領は、 検証したこの4 代の中では確認されてはいない。 確かに、 結婚で妻
は持参金を持つてく る。 ただし、 それは次世代の娘たちへの持参金にあてられること
が、 この時代の貴族の風習であった。 また、 持参金額と夫の年収は比例するといわれ
ている。 つまり、6,000リー ヴルの年収のカステルノ 一家には少なく と も6,000リー ウ' 
ルの持参金が支払える家系の娘が選ばれ、 もたらされた持参金の6,000リー ヴルは、
娘たちの間で (南部の場合) 等分されることとなる。 例えば11代当主アントワー ヌの
姉妹は 3 人いたから、 それぞれが持参金と して2,000リー ウ'ルを受け取ったと思われ
る。 つまり彼女たちは6,000リー ウ'ルの年収の家系出身者なのだが、2,000リー ヴルの
年収の家系へ下降婚せざるを得なく なるのである。 これは、 複数いる娘たちの下降婚
現象である7。 娘に6,000リー ヴルの持参金が支払える家系は少なく と も6,000リー ヴ
ル以上の年収を得ていたといえよう。 そうなれば必然、 結婚対象となる家系は狭く な
る。 カステルノ 一家とバジヤック家の婚礼が教会法に抵触しない間隔で繰り返された
のは、 それが理由だと思われる。 さ らに、 カステルノ 一家の長男の妻に、 バジヤック
家よりさらに家格が上のレヴイ家本家から女性が来ないのは、 下降婚の許容範囲とい
う ものが、 貴族間で暗黙裡に了承されていたからではないだろうか。 ジヤンヌ ・ ド ・ 
バジヤックの母親、 フラ ンソワーズ ・ ド ・ レヴイが1574年にバジヤック家へもたらし
た持参金額を記した史料が残っている8。 32,500リー ヴルというのがその額であった。 
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16世紀半ばの物価の高騰や代襲相続による財の倍増分を差し引いても、 バジヤッ ク家
の年収が推定24,000リー ヴル9 の年収のカステルノ 一家と差があるこ とが分かると同
時に、 レヴイ家本家の家格をも推し量れる。 レヴイ家本家の娘にとって、 結婚相手と
なる家系の下限はバジヤック家であり、 カステルノ 一家では決してないのである。 
2 . 女性相続人の結婚
では、 家系に女性しか残されなく なった場合は、 どうなったのだろうか。 女性相続
人が結婚する場合は、 持参金ではなく家系の財すべてが彼女の一身に付随してく るこ
とになる。 女性相続人の家系側は、 彼女が結婚することで、 夫の家系へ飲み込まれる
ことを最も警戒していたことは、 結婚の契約書内には、 相続に関しての細かい条項が
定められることからも明らかである。 カステルノ一家の例でも確認したが、 南部では
公文書による相続人の指定が可能であったことから、 とりわけこの地方の女性相続人
の結婚契約書からは、 お家の断絶を何とか回避しよう とする家系の策が明白にみてと
れる。 その内の一つ、 ガンダル女伯、 マルグリ ト ・ ド ・ フ オワ= ガンダル (1567- 
1593) の結婚契約書をみてみよう'°。
マルグリ トの出身家系であるフオワ家は、 フランスの南西部に筆頭所領を持つ11世
紀にまで遡ることのできる名門貴族家系である。 15世紀半ばには、 最有力の封建諸候
10家の中にも加えられ、 伯領であった所領はぺイ リー (フラ ンス同輩衆領) に承認さ
れた。 一方の工ベルノ ン公、 ジヤン ・ ルイ ・ ノ ガレ ・ ド ・ ラ ・ ウ' ァレ ッ ト(1554
1642) であるが、 彼はアンリ3 世の有名な龍臣の一人で、 彼の領地がぺイリーである
公領に承認されたのも国王の厚意からであり、 もと もとの出自はガスコーニュの中小
の地方貴族であった。 つまり国王の寵愛を武器に一代で権力と財力を蓄え、 中央宮廷
にのし上がってきた人物であったのである' '。
彼らの結婚契約書は13項日に分別できる。 マルグリ トが相続するフオワ家の財は亡
き父より受け継いだフオワ= ガンダル領と後見人である叔父より受け継ぐ予定のフオ
ワ= ビュ ック領であったことが契約書に明記されている。 契約書のう ち、 相続人とな
る子供について記載された項日をまとめてみよう。 まずもって 「長男がフ オワとガン
ダルの名と紋をとり、 家系の相続人となること。 相続した財は他者に分割することは
できないこ と」 と された。 つまり フ オワ= ガンダル家のノ ガレ ・ ド ・ ラ ・ ウ' ァレ ッ ト
家代襲の要求である。 さらに 「父工ベルノ ン公が借財の返済に用意している10万エキュ
は公から長男へ譲渡される」 こと、 「両家系に固有の財の用益権も長男が受け継ぐ」
ことが約束されている。 また、 長男が子供を残さず死亡した場合は、 女性相続人の
「再婚から生じた男子を出生順に応じて相続人とする」 とするとされた。 新たな代襲
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要求である。 この場合は、 フ オワ= ガンダル家のマルグリ トの再婚相手の家系への代
襲要求となる。 また、 この結婚から男子が生まれなかった場合は、 長女が、 長男のと
きと同じ条件でフオワ= ガンダル家の包括相続人となった。 さらに、 「包括相続人と
なった長女が結婚する際には10万エキュを贈与する」 こと。 「結婚相手は、 フ オワと
ガンダルの名と紋を携帯する者とし、 人選は工ベルノ ン公が行うが、 彼が妻より先に
他界していた場合はガンダル女伯がおこなう。 二人とも他界していたときは、 父方、
母方の両家系から最も近しい親族4 名で行う」 とされる。 これはまた新たな代襲を要
求する条項になる。 今度の場合、 フオワ= ガンダル家の代襲の要求先は、 家系の新た
な女性相続人の結婚相手の家系である。 さらに 「長女が子供を残さずに死亡した場合
は次女が上記の条件で相続人となり、 次女も欠如した場合は三女と、 出生順に基づい
た」 相続人を指定していく。 こう して万全を期して、 ガンダル女伯は工ベルノ ン公と
結婚し、 男子3 人を得て、 夫より先に他界する。 ただフオワ= ガンダル家の代襲要求
は、 契約書どおり完全には実行されてはいない。 家系の相続人となった長男はアンリ ・ 
ド ・ ノ ガレ ・ ド ・ フ オワと名乗り、 使用した紋は、 完全なフ オワ= ガンダルの紋では
なく、 ノ ガレ家の紋も組み入れられている'2。 カステルノ ーの家の例でも確認された
ものと同じ現象が起こ っているといえよう。
女性相続人側の家系が結婚に際し、 夫の家系へ自身の家名と家紋へ完全に変更する
よう求める代襲要求は、 フ オワ家のような名門の家系貴族だけが選択したわけでも、
相続人の指定が認められていた南部の貴族だから実践できたというわけではないよう
である。 というのも、 北部にあたる、 ブルターニュ地方に暮らす中小の地方貴族にお
いても、 家系が女性相続人の手に委ねられる可能性があるとみるや、 未来の夫の家名
と家紋を妻のものへ完全に変更することを条件とする、 つまり代襲を要請する結婚契
約書が作成されているからである'3。 以上、 女性相続人の結婚契約書を見て、 まず気
づく のは、 女性の家系が現在の不安定な状態を安定したものとするために、 代襲制を
最大限に利用しようとすることである。 これは、 地域も貴族間の階層にも関係なく、
一定の財を有する貴族層に幅広く浸透していた相続の仕方であったといえよう。 女性
相続人の家系がとる代襲制は、 家系の実質的な財と併せて家の名や紋といった象徴的
なものをも女性の血のつながった子供に継がせるこ とで、 夫の家系の代わり となろう
とする性質をもつ。 そのため、 夫の家系の代襲を要請する女性相続人の結婚契約書は、
フオワ家のように女性側の家系の威信が相手のものより非常に高い場合や、 ブルタ一 
ニュの例を出せば、 年収を指標にして約2.5倍の差が認められる場合'4、 つまり女性側
が男性の家系より、 はるかに有力な場合に作成されていることが共通する。 代襲を要
求するために、 女性相続人側は、 通常より も大きな下降婚を実践するのである。 
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おわりに
貴族の相続には、 所領等の不動産や動産、 夫婦の共有財といった実質的な財のほか、
家名や家紋といった象徴的な財の2 種の相続があった。 筆者は前者を 「実質相続」、
後者を 「象徴相続」 と呼ぶ。 家系が女性の手に委ねられたとき、 女性相続人側の家系
が固執したのは 「象徴相続」 のほうであった。 「象徴相続」 を確保すれば、 夫の家系
の代襲に成功し、 以後も女性側の家系がこれまで通り存続することになるからである。 
女性の実の子供による継承になることから、 生物学的にも血が途絶えたことにならな
い。 つまり家系内に女性しか残されなく なった場合、 彼女の結婚によって家系が消減
するのを避けるためには、 代襲制を用いるのが、 女性相続人の家系側にと っての理想
であった。 その場合、 女性側の家系は非常に大きな下降婚を実践する。 通常の貴族相
続の場合でも、 娘が複数いる場合、 彼女たちを結婚させる際には、 母親の持参金を分
割して使用することから、 父親より年収の少ない貴族を夫にもつ、 いわゆる娘たちの
下降婚現象が生じることは確認されているが、 それでもこ う した下降婚には暗黙裡の
了解のようなものがあったらし く、 あまりにも家格に差がみられる女性の下降婚は実
践されてはいなかった。 とこ ろが、 女性相続人の結婚では、 そのタ ブーさえもが取り
払われているのである。 近世の貴族の結婚に対する見方に、 女性側の下降婚は考えに
く かったと唱え られる説がある'5。 確かに、 第二身分と第三身分の結びつきにおいて
は、 そうかもしれないが、 同じ貴族間では、 女性の下降婚は決して少数の例ではなく、
それにも意味があるのである。 
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